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１．はじめに 

 中国電力㈱島根原子力発電所では、発電所の津波に対する安全性をさらに高める対策として、津波防波壁の

設置工事を実施した。この津波防波壁のうち、1 号機および 2 号機の北側の津波防波壁は、東北地方太平洋沖

地震発生から僅か 3 ヵ月後の平成 23 年 6 月に着工し、約 2 年後の平成 25 年 8 月に完了した。津波防波壁の配

置図を図-1 に、構造図を図-2 に示す。 

本稿では、1,2 号機北側津波防波壁の施工概要等について報告する。 

 

２．工事の概要 

津波防波壁の施工フローを図-3 に示す。 

当津波防波壁は大口径鋼管の多重構造であり，最

大 5 セットの全旋回掘削機（φ2,500）により所定の

深度まで削孔し、最外鋼管（φ2,200）の建込み・岩

盤との空隙充填・底部コンクリートを打設した。内

挿鋼管（φ2,000～1,600）の建込みを後行させ、ク

リティカルパスとなる掘削工程を先行させること

により、後続工程の自由度を増すことができた。内

挿鋼管建込み後、中詰コンクリートを打設し、地上

部に突出させた鋼管の周りに配筋～型枠設置後に

地上から H=6.5m の高さの被覆コンクリートを打

設し、天端高さ E.L.15.0ｍの津波防波壁を構築した。 
 

３．主な取り組み 

作業エリアである護岸沿いの道路は、近接して発電所設備が配置されているため、非常に狭隘で施工効率が

悪く、また、発電所運用に伴い施工時期や施工範囲等に多数の制約があり、着工当初より工程遅延が懸念され

ていた。当初工程を遵守するために実施した主な施工上の工夫について述べる。 
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図-3 津波防波壁施工フロー図 

図-2 津波防波壁構造概要図 
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図-1 津波防波壁配置図 
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写真-4 着工前（左）と津波防波壁完成後（右）の全景写真 

①鋼管杭工の先行削孔 

工程上のネックとして考えられていた鋼管杭根入れ部の岩盤（中硬

岩）の掘削時間短縮のため、当現場ではロータリーパーカッションに

よる先行削孔を採用した。掘削機は小型であり、狭隘なエリアでも複

数台設置して同時施工することが可能であった。また、図-4 に示すよ

うに岩盤の硬さに応じて先行削孔本数を増減させることにより、効率

的に全旋回による掘削作業を進めることができた。 

当現場での鋼管杭掘削速度の比較によると、先行削孔無しの場合は

平均 0.31m/h に対して、先行削孔を行った場合は 0.54m/h と約 60%程度

まで岩盤掘削時間を短縮できた。（写真-1） 

②鋼管杭の搬入方法 

 鋼管杭(751 本)は主に千葉県の工場で製造し、貨物船を用いて海上輸

送で現場に搬入した。そのため、特に冬季は海象の影響により鋼管杭

の搬入ができず、大幅な工程遅延の懸念があり、発電所構内に鋼管杭

の仮置ヤードを設け、海象の良い日に大量に搬入した。また、鋼管杭

が長尺であり車両の方向転換をスムーズにするため、後方操舵の特殊

ポールトレーラーを 3 台使用して仮置場から現場に運搬した。（写真-2） 

③内挿鋼管建込みの海上施工 

 作業エリアは非常に狭隘であり、長細い形状をしていたため、大型

重機を使用する複数の工種を並行で施工することは困難であった。ま

た、鋼管杭は非常に長尺（最大 L=35m）であり、鋼管杭運搬に伴い運

搬ルートは作業中断等の制限を受けるため、作業効率が低下する。そ

のため、海上より内挿鋼管建込みを行うことにより、複数の工種を並

行して効率よく進めることができた。（写真-3） 

④プレキャストコンクリート型枠の使用 

津波防波壁構築の一部は、海水面の直近での施工であり、施工時期

が冬季であったことから、波浪の影響により作業の中止や型枠等の仮

設物の破損等による工程遅延が懸念された。そのため、プレキャスト

コンクリート型枠を使用することにより、波浪による工程への影響を

最小限にすることができた。 

４．まとめ 

今回の工事は、非常に厳しい条件下で短い期間に完了する必要があったが、上記の取り組み等により、工程

遅延することなく、当初工程通り完了することができ、発電所の安全性向上に貢献できたと考える。 

最後に、本稿の施工にあたり、多大なご指導、ご協力をいただきました関係各位に深く感謝の意を表します。 

図-4 先行削孔パターン 

写真-1 先行削孔状況 

写真-3 内挿鋼管海上施工 

写真-2 鋼管杭場内運搬 

着工前 竣工後 
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